






 

研究目的 

 新生児の救命と無欠陥生育(intact survival)とをはかるためには,未熟児お

よびその他のハイリスク新生児に対して集中強化医療を行うことが最も効果的

な方法と考えられ,それによって近年の未熟児および新生児医療には明らかな

改善のあとが認められている。 


